










































































































































































































舶舐 、 綱 「斧静÷鱗 麟 鍵
ヲ'纏 蝶 .,譲:































































































1設 立 の 経 緯
2年 表







1歳 出 予 算
研究活 動 及び事 業








1敷 地 ・建物の面積 ・構造 覧
2科 学研究費補助金交付決,ヒ額




























































































機 器 ・設 備













































































































められ第一研究部 ・第二研究部 ・資料部 ・庶務室が置かれた。(昭 和25年8月29日
から適用)
同27年4月1日 東京文化財研究所組織規程(昭 和27年文化財保護委貝会 規 則 第4








































































彦(昭 和5.6.28～ 昭 和6.11.25)
刻k(日召不【16.11,25～日召刑110.6.1)
イ㌃了(日召不1110.6.1～H召不011。6.22j
雄(昭 和11.6.22～ 昭 和17.6.29♪
蔵(昭 和17.6,29～ 昭 和22.8.16)
蔵(昭 和22.8.16～ 昭 和23,5,11j
男(昭 和23.5.11～ 昭 和24.8.31)
一(昭 和24.8.31～ 昭 和27.4.1)
雄(昭 和27.4.1～ 昭 和28.11.1)
松(昭 和28.11,1～ 昭 和40,4.1♪



































































































































































































































皿 土地 ・建 物
r 東京都台東区上野公國12番53号の建物を本館とし,同13番9}}にある別棟0)建物を






1敷 地 ・建 物 の面積 ・構 造一一覧




































































































w芸 能 部 庁 舎
保存科学部実験室








＼ 、 区 分 1
、1
、 人 件 費 事 業 費 施設整備費 合 計
年 度.一 一 一 一 一 一 一一 一,1-一 一 幣一 一 ■,,一 　 一
昭和43年度 63,625F円 29,389千円 2,?51千円 95,765千円













































円 実 栄 子
猪 川 和 子
柳 沢 孝
佐 藤 道 子
江 上 緩
中 里 寿 克
高 田 修




































浦 山 政 雄
佐 藤 道'子
中 村 伝 三 郎




















1研 究 活 動 ?
(1)美 術 部
美術部は日本 ・東洋の古美術,日 本の近代 ・現代美術とこれらに関連のある西洋美
術についての),1的調査と馴"」的研究を行ない,そ の成果を公表するとともに,美術
に関する研究資料を作成,収 集,整 理し,これらの資料を 一・般研究 者の利川にも供 し,
k術の学術研究のための資料センターの役割 も果している。現在3室 に分かれ,占美
術関係は第 ・研究室,近代 ・現代 ・西洋美術関係は第二研究室,資 料関係は資料室が
争い'iする。
調査研究は美術部3室)り嘱 研究員の専門領域を中心として実証的に進y)られている
が,学 界現 ドの動向を把握するとともに将来の趨勢を洞察し,ノ∫法において も成果に
おいても,基礎的 ・先駆的役害旺を果 して,広 く永 く学界に寄与すべ く努y)ている。そ
のためIE要なる周題に関しては共同研究を行ない,ま た当部独自の光学的 ・化学的研
究法を活川し,すでに多 くの成果を収y)た。

























(代表者高田美術部長他8名,所 外6名)を 実施した。浄一L教思想と美術,浄 上変相
及び来迎図の展開とk要遺品の研%u,定朝様阿弥陀像の成、Zとその変遷,大 陸に於け
る浄土変関係彫刻及び敦焼の浄土変相図の研究の課題のもとにそれぞれ調査研究を行
ない,特 に窟貴寺阿弥陀堂の壁画 ・板絵の精密な調査をなし,法 構も}の阿弥陀一樽:な























代美術の発達に関する明治前期,中 期の基礎資料集成」を開始 し,新聞 ・雑誌その他























〔1〕 イ ン ド占代 中il!:美術 史 の 研 究(43)
〔皿〕 仏 教 美 術 の研 究(43)
t









久 野 健(第 ・研究室長)
〔1)平 安初期彫刻の調査研究(43～44)
日本各地に分布する'ド安初期の彫刻を広 く精査し,諸遺品の様式的関係と技































































































〔Ⅳ〕 日本近代美術の発達に関する明治前,中 期の基礎資料の調査研究(第 二研究空
全員による特別研究)(44～47)
新聞 ・雑誌 ・その他をもとに明治初年か ら編年的に美術関係教育施設 ・展覧
会 ・博覧会 ・研究団体等につき調査を行ない資料を収集する。













〔Ⅳ〕 近世初期 日本洋風美術 と日本画との関連についての研究(43～44)




























昭和44年度文部省科学研究費総合研究A。 代表者として中川 ・川村 ・猪川 ・
宮 ・戸川および東京園立博物館海老根聰郎 ・中島純司 ・東三1ぐ学芸大学赤沢契
二:と研多七」班を紐織。
b
田 実 栄 子(資 料 室)
〔1〕 近tU:初期 染 織llllの研 究(43～44)
ヒ杉 神社 所 蔵 の 伝 上 杉 謙信 ・上 杉 景 勝 所 用 服 飾 類 の 、凋 疏 ・研究 を 中 心 に 徳lli
家 康 所 川 服 飾 類 等 同i時代 の 服 飾 類,名 物裂 系統 外 斗(裂の 調 査 ・研究 を続 行 。
〔H〕 ノ」、芋iiiO){り乎ラ埴(43～44j
形 態 の変 遷,模 様 の 様 式 並 び に 技 術 ・技 法 の 変 適 ・進 展,川 布 の地 質 の 調1鉦
研 究 を続 行 。
〔Ⅲ〕L.T.充ICI勺染糸哉0)、碁副査 ・1肝くグ巳/43～44,
わ が 国 に お け る伝 統 的 舅と織 品 並 び に そ の技 術 ・技 法 の 調 査を 機 会あ る毎 にit
な って研 究 を続 行 。
〔Ⅳ〕Lイt多 芝の1班ラビ(43～44)
'kとして 東 京 国 立 博物 館 保 管 の 卍倉 院 裂 ・法隆 寺 裂 を調 査対 象 に 研 究 を 続 行 、
ヤ
永 雄 ミ エ(資料室ク
〔1〕rl本・東洋美術史の文献学的研究


































中 村 伝 三 郎(主 任研究官)
〔1〕 明治以降の主要彫刻家の伝記資料及び作品の調査研究(43～44j
(1)明治彫刻の近代的蘇生に尽力した先覚者,竹 内久一の業績について調査。

















C研 究 ・調査活動(蟹 響 無 月より昭和44イi三12月)














久 野 健(第 一研究室長)
平安初期彫刻の調査研究のたy)昭和43年度においては,4川 こ観心昂の如意輪観音
像,9月 には唐招提寺 ・新薬}}li了・i・.J'の仏像調査,10月には元興寺薬師如来像,44年の3






より建長8年 の銘が発見され,調 査を依頼 されたたv)に同像を精査 した。光学的方法
による日本彫刻の調査研究では,保 存科学部の登石 ・江本 ・石川の諸氏と協同にて,
主として小銅像及び押出仏の研究を行ない,多 くの基礎資料を得ることができた。
ψ
柳 沢 孝(第 一・研究室)
〔1〕 平安鎌倉時代イ∠、教絵画の代表的遺晶0)うち,密教関係として,西 大 、i・.1'十二天・
1`∫蓮院i!1=J不動 ・明王院赤不動 ・持光寺普賢延命 ・藤山美術館両部大経感そ尋図など,釈
迦関係では応徳浬繋 ・釈迦金穂出現図など,浄土教関係では法華寺阿弥陀_..1>W.及び童







絹絵についてはイギリス ・フランス ・イン ド及び米顧の各美術館収蔵品を調査撮影し
た。




文献である江戸初期の江月宗玩の 「'.4'..L蹟之写」によって,和 漢の墨蹟,特 にその伝栄













瑠璃寺の四天王像について,京 博 ・東博および寺において華麗な彩色 ・切金文様等細
部の原色撮影 と調査を行なった。さらに六波羅蜜寺 ・延暦寺 ・金剛峯寺 ・兵庫温泉 与・
東楽寺 ・愛知普門寺 ・岐阜願興寺他,未 調査の ト余寺を実査 し,論文 として美術研究







宮 次 男(第 一・研究室)
絵巻 過去数年にわたり続けてきた,.ij:俊本一遍上人絵伝の諸本の調査を43fド41」の長






について,中 尊寺蔵の同経金字宝塔愛茶羅 ・長福 ぴ蔵金光明経見返絵を研究調査し,
その結果は仏教芸術44=;に発表した。




戸 田 禎 佑(第 一・研究室)
宋元絵画史,就 中,元代人物画の基礎資料の蒐集につとy),この間43年10)]には米
国クリーヴラン ド市,ク リーヴランド美術館に於て行われた元代)`q術展のシンポジウ







岡 畏 三 郎(第 二研究室長)
43年一①工部)き術学校を卒業,ロ シァ正教の信徒としてロシアに留学し,宗教画を
学んだ山下りんの遺族が笠間市に,作 品が函館その他に存在することが判明したので,









関 干 代(第 二研究室)






を達 し得た。その他,撮 影の不備をおぎなうなど,44年は杉戸絵調 疏をまとy)ること
に殆んどの時間を費 した。そのほか,大 正期日本画関係では,京 都国、レ近 代)芝術餌1に
おける土田麦仙展(4月)に 集められた下絵類の調査を行ない,又,松 山市所蔵o)長
谷川竹友関係の資料を若干入手した。
坂 本 満(第 二研究室)
1)昭 和42年11月より43年10月までフランス政府給費留学生として滞欧。その闘パ
リ国立図許館版画部で主に日本初期洋風画の源泉となる銅版画の調査に努めた。それ
に関連して,フ ランス国内各地 ・イタリア ・スイス ・ベルギー'ド イツ ゜スペイン゜
ポル トガル ・イギリス ・ギリシア等の美術館 ・図書館 ・教会堂等を訪ねて見学調 査,
および資料蒐集をした。






陰 里 鉄 郎(第2研 究室)
① 先年度に引続いて総合研究初期洋風美術研究班に参加して,開 国美術展におけ
る作品調査,長 崎市の美術館 ・博物館蔵品の調査撮影を行ない,ま た平戸市松浦資料
博物館において江戸期洋風摂取の源泉をなした当時の洋書類を調査し,複写した。
② 神奈川県立近代美術館の近代日本美術資料展に参画し,小山家蔵小山正太郎関
係資料 ・長野市所在川 ヒ冬崖関係資料を調査し,明治初期洋画団体 ・洋画塾に関する
文苫資料類を調査研究した。同時に昭和初期洋画の小集団の資料を収災し調査 した。
川 上 浬(資 料室長)










田 実 栄 子(資 料室)
研究題 口の中,特 に力を注いでいるのは 「近ffl:初期染織品の研究」で,昭 和43年度
44年度の 二年間には,「 ヒ杉神社蔵服飾類0)調査 ・研究1が 昭和43年度科学研究費補
助金の交付を受けたこともあ.,て,米沢の ヒ杉神社には7回,名II渥の徳川美術餌1に
は6回,山 口県防府ll∫の{罫1」博物館 ・仙台ll∫博物館 ・宮城県白石市のli'倉家 ・宮城県
蔵王町の刈田嶺神社 ・水戸の徳川家に各111」i,東京国立博物館には機会ある毎に実物
調査を頻繋に行ない,文 献調iと 平行して研究をすすめた。
小袖の研究,伝 統灼染織の調査 ・研究,上 代裂の研究は機会あるごとに従来通 り,
所蔵家や技術の現場に出向いて続行 している。
辻 惟 雄(資 料室)
27
r]
初期狩野派研究については,昭 和43年・44年を通 じu術 館 ・西脇氏 ・大聖氏 ・
岡田氏 ・聖護院 ・二尊院 ・藪本氏等各方面の所蔵になる元信画 ・伝元信画の調査撮影











江 上 繧(資 料室)
'i按朝時代の料紙装飾の研究 としては,1三として,西 乍願 も蔵1購:孔1'六人集の料
紙装飾と静嘉堂蔵和漢朗詠集残巻のそれにFL;,iを置き,本願 も'本孔f六人集について







関 口 正 之(資料室)
平安時代初期美術の総合的研究の中で絵画の調査を分担し,西大寺十二天絵橡のX
線撮影による基礎的調査を行なったが未完である。これに関連して密教画に関する研
究 調査をも行ない東寺十二天 ・五大尊像の調査と原家旧蔵愛染明王を調査 した。







絵)の 調査に関しては大分県富貴 苛の調 査,京都 矛 院(往 生極楽院)の 仏後壁画 ・
ノく井画の調査を実施した。
・ゴ













「日本近代彫刻の史的展望1の 調査を兼ねた。なお,暇 をみつけ県 ドの諸文化財を見




上 野 ア キ(」こ任研究官)
研究課題は従来より継続 しているものて,1)43年秋刺専東洋館力{閉館 したたy),








D主要研究矧 雛 欝 欝 放送礫 蕩他)




⑤ 法隆寺の壁画 東 タ
仏 教 芸術69
z術研究257
































日 本文化 史概 論43・7
)こ律ナ1り「多冠260}ナ44.9
共 同 通信 礼43・7
東 京 国 立文 化財 研 究所)き術'.ii43・10
美術 部 研究 会43・7
神田 学.L会館44・6
美 術 部研 究 会44・7
NHKテ レ ビ43・5
水 戸 文 化 セ ン タ ー43・9
東 京 国 立 博物 館 講 堂43・10












































































国 文 学 解 釈 と教 材 の研 究14,1
美術 研 究254
美争断{ヲ下究255
































美 術 部 研 究 会43・5
東大 東洋 文 化 研 究 所 研 究 会43・5
美 術 部 研 究 会44・3









秋 山 光 和(第 一研 究 室)研 究 員(非)
①ArtsofChina(1)-NeolithicCulturestotheT'angDynasty(関野 雄 ほ か
四 氏 と共 著)講 談 社 イ ン タナ シ 。ナ ル43・7
① 絵 巻 物 小学 館43・7
① 王 朝絵 画 の誕 生 中 央 公 論 社43・10
①ArtsofChina(皿)-CaveTemples(松原 三 郎 氏 と共 著)
講 談 社 イ ン タ ナ シ 。ナ ル44・7
② 唐 代 の 敦 煙 壁 画 一 フ ォ ッグ美 術 館 所 蔵 の 断 片 を 中 心 に 一 仏 教芸 術71号44・6
③ 正倉 院 絵 画 作 品 解 説(柳 沢 孝 氏 と共 著)日 本 経 済 新 聞社 刊「T=倉院 の絵 画 」43・7
③ 海 外 美 術 館 所 在 日本 上 代 中 世 絵 画(法 華 堂 根 本 曼 茶 羅 な ど)作 品 解説
学 研 「在 外 秘 宝 」144・9
③ 絵 物 語 の 流 行 学研 「日本 と 世界 の歴 史 」1044・9
















美 術 研 究25844・3
三 采多24344・6
日本 経 済 新 聞 社 浮 世 絵44・3
美 術 部 公 開 学 術 講 座43・12z
三 彩社 「現 代 の 日本 画 」皿43・6/
美術 研 究26445・2








新 婦 人 新 聞45・2
講 談 社45・1
岩 波 書 店43・11
坂 本 満(第 二研究室)
②ベラスケスの肖像画 別冊みつゑ5744・11
②聖エラスムスとエラスムス像(上)(下)美 柵 究lll44・9
③17,8世紀のイタリア ・フランス ・スペイン ・イベリア諸国とその植
民地の美術 現代教養百科10美術 暁教育図lllKK44・9
③バ・・ク・・ココ・イタリアの宮殿 駿2誌 器撒 長ボ44・1・







































V研 究 活動 及 び 事業


















辻 惟 雄(資 料室)
①奇想の系譜 又兵衛一国芳 美術出版社45・3
②奇想・・系譜一江戸のアヴ・ンギ・・レド 美術手巾…3・～3・543712
②一三宅 ・御蔵 ・新島における英一蝶 遺品0)調査(共同執筆)Ilq華92043・11






江 上 腰(資 料室)
④本願寺本引 ・六人集の表紙絵 美術部研究会44・11
関 口 正 之(資 料室)
35
③浄土教絵画解説 小 学 館 「イム画」44・11
中 村 伝 三 郎(主 任 研 究 官)
②銅 像 一 そ の時 代 的 背 鍛 一 川:蚊 化 財6744・4
② 日本 に お け る ヨー ロ ッパ 近 代 彫 刻 との 交 渉 につ い て
彫 刻 の 森 美 術 館 開 飼1記念 口録44・8
② 荻 原 守衛 そ0)生涯 と芸 術(中)一一1)き 術 研究26445・'L
③ 中 川 清の 彫 刻 三 彩23643・1{》
⑤ 明 治 黎 明 期 の彫 刻 ブ リヂ ス トン)`4術館43・4
⑤ 新 海 竹太 郎 と その 周 辺 ブ リヂ ス トン美 術 館43・4
⑤ 明 治 の彫7Q1美 術 部 公 開 学1ボ1講座44・12
⑥ 日展 の彫 塑 も彩23843・ll
⑥ 日本 現 代L芸 美 術 展 評 読 売 新 聞 夕i:1」44・4
9
E科 学 研 究 費 題Ei
(Ⅳ予算2科 学研究費補助金交付決定額0)項参照)




能)を,音 楽卿踊研究室においては,日本古典音楽及び日本古婁㎏舞踊(雅 楽 ・声明 ・
平曲 ・能 ・邦楽 ・邦舞など)を,郷 土芸能研究室においては,全 国名地に分布 して伝
統芸能の源流や展開の過程を示す民俗芸能を,そ れぞれの研究対象とする。




















②については,安 原コレクション邦楽レコー ドのうち,先年 則行の 「音盤口録1」
に所収済みのものを除き,1演 劇,2膏 楽`義 太夫節を除 く),4巷間芸能 ・5郷L芸
能 ・6郷土音楽 ・7その他の芸能の三部門を各研究室で分担,そ れぞれの整理方法に
ついて研究 し,音盤 目録 豆・皿・Ⅳ刊行の準備を進y)た。





演劇研究の基礎資料を収集するため,f'・ 図llF館所蔵の番付 ・役IIIIlr'判記 ・歌舞
伎脚本 ・浄瑠璃本などの調査 ・撮影 ・整理を続1ナたが,昭 和43・44年度においては,
4〔京芸術人学などの演劇資料の調査・射1走影を行なったほか,東 京人学図111館所殖薫の紋
番付及び阪急学園池田文1藺粥1髭の ヒ方役害幡 付の写ノ尋整理に当たった。
音糊 蹴 究靴 おいて1ポ鹸 人ξ修訟 の調翻 多毫,⑤彪の様式の研究鮒 な
った 。(1)につ い て は,昭 和40年か ら引 続 き,修 二 会 の 全期 間 を 通 じて,詳 細 な調 査 ・
録¥f:を行 な った ほ か,併 せ て 写 真 撮影 を遂 行 した。 成 果 を45年度 よ り逐 次 刊行 す る予
定 で,作 業 を 進 め て い る。(2)につ いて は,43年度 に,而 ・装 束,舞 の基 礎,曲 舞 謡 ・
中 ノ リ謡,舞 丁ド特 に 乱 ・獅'等 の 構成 及 び 技 法 の研 究,44年 度 に は,引 続 き舞 事 全 般,
翁,小,1;1演出,小 鼓 ・調 等 に つ い て,上 記 と同様 の研 究 を行 な った。
1
郷土芸能研究室においては,沖縄への渡航を初め,各県に出張しての実地調査のほ








B研 究 題 目
浦 山 政 雄(芸 能部長)
〔1〕近世戯曲の系統的研究(43～44)
歌舞伎脚 仁・浄瑠璃丸本 ・役者評判記 ・番付類の基礎資料により,近世戯曲
の系統別に歴史的変遷を検討する。
〔皿〕 歌舞伎作者の研究(43)



























録の作成 ・書誌的調査研究を行なう。浄瑠∫肉本 ・役者評判記を主としている。 、




































三 隅 治 雄(郷 土芸能研究室長)
〔1〕念仏芸の研究(43～44)
全国に分布する民俗芸能のうち,特 に分布範囲の広い念仏系統の芸能の現状














仲 井 幸 二 郎(郷 土芸能研究室)研究員(非)
〔1〕 民謡の研究(43～44)
民謡歌詞の分類 ・調査を通して,完 全な民謡テキス ト作製のた`1)の研究,及







C研 究 ・調 査 活 動(昭43・4～ll召44・12)




2.歌 舞伎難子の付帳は,歌 舞伎の演出記録の資料 として電要なものだが,演奏家
は秘蔵 して他見をはばかる慣習がある。これらの所在を調査採集するため,杵屋栄二・
栄左衛門氏所蔵の付帳の撮影 ・翻刻 ・分析を行なう一方,そ の他の演奏家,特 に関西
0)付帳所蔵者を調査した。
41
3.安 原コレクション邦楽 レコー ドの内,演劇に分類されるものの聴取 ・カード記
入を終 り,音盤目IIの 刊行準備を進めた。








宮 本 瑞 夫(演劇研究室)研究員(非)
近世農村舞台の研究のため,43年度には山形県西田川郡山五・1'川地区 ・ こID:illl志1肇
郡安乗地区 ・滋賀県東浅井郡冨田地区 ・福井県坂井郡三国地区 ・岱ILI県東砺波郡 ヒ梨
地区および中新川郡池田地区 ・新潟県佐渡郡各地 ・栃木県各地など,東 日本地域の歌




度には東京芸術大学 ・日比谷図書館(加 賀文庫 ・東京史料室)な ど所蔵の役者評判記
を,ま た44年度には東京芸術大学 ・大谷図書館 ・山梨県立図書館 ・li∫立小諸図il}飢{・
市立上田図井館(花 月文庫)な ど所蔵の浄瑠璃本 ・役者評判記の調査 ・撮影を行な.、
た。
藤 原 正 子(演劇研究室)事務補佐員(非)
各地の人形浄瑠璃芝居の資料採集のため,44年度には徳島県各地 ・兵庫県 ・長野県






横 道 萬 里 雄(音 楽舞踊研究室長)
能の様式の研究および歌舞伎音楽の研究については,43年・444:度ともに,年間研
究調査活動の概要欄に記した通りである。




佐 藤 道 子(音 楽舞踊研究室)
研究 目的に従って,43年度には天台宗寛永も}の年中諸行事,華厳宗東大 寺の修二会・
聖武天皇祭 ・山陵祭 ・転害会 ・仏名会,真 言宗智山派新勝も}の本堂落慶記念諸法要行
事,浄 土宗増上寺の法然一ヒ人御忌法要,時 宗遊行 も}の踊躍念仏 ・薄念仏等の調査 ・録
音 ・撮影を行ない,東 ・西本願寺の年中行事について,基礎調査を行なった。
44年度には,43年度に引続き,寛永芋の年中請行事,お よび東大寺修正会・修二会・
二月堂四箇法要 ・知識供 ・方広会について,調 査・録音 ・撮影を行ない,両 寺の年問
主要行事に関しては,研究凋査をほぽ完了 した。
その他,和 宗四天王寺の聖霊会,天 台宗延暦寺の天台会 ・霜月会について,調査 ・
録 音・撮影を行ない,園城 寺・教王護国寺のイF中行事について,基 礎調査を行なった。
能の様式の研究については,年 間研究調査活動の概'f`'欄に記した通りである。
松 本 薙(ICI舞踊研究室)Pl究員(非)
















仲 井 幸 二 郎(郷 土芸能研究室)研 究員(非)





その他,各 地芸能調査を目的として,滋 賀県湖東地方 ・京都府奥丹後地方などの現
地調径をそ∫な った。
民謡歌詞集成の研究については年間調査活動の概要欄に記 した通りである。
D主 要 研 究 業 績(①:著 書 ②:論 文(3):鮒1色④:研 究発表⑤ 講 演 ・放送⑥:そ の他
日召43・4～日召44●12)








口本 文 学 の争 点44・3
古事 類 苑 月報2043・11
国 立 劇 場 プ ロ44・1
日本 演 劇 史 展 望44・11
日本 近 世 文 学会44・6
青 山学 院 大学43・5
44
V研 究 活 動 及 び 事 業
⑤ 明 治 の 邦 楽 解 説NHKH43・10
⑤ お ど り と劇 朝 日講 堂43・11
⑤i体 占 典演 劇 の様 式 り」洋状 学43・12
⑤ 邦 楽鑑 賞 会解 説NHK∬44・3
⑤ 歌 舞 伎 の様 式 性 日 乍女f大 学44・10
宮 本 瑞 夫(演 劇 研 究 室)研 究1,1(非)
② 「天 神 記」 を め ぐって 近 松 論 集 第5集44・1
③ 民 俗 ・風 俗 嘲 弾 館 大1-lfii'i科・嫉 ジ ・ポ 幼3～11-4344:512
③ 中 世説 話 ・縁 起 絵 巻 項 口 東 京 堂 説 活 文 ッ:辞典44・3
③ 民 俗 ・風俗 項 目 第 ・法 規 日本 民 俗 資料lll:典44・7
藤 原 正 子(演 劇 研 究 室)・掬励}}佐員(非)
② く ぐつ 資 料 集 装能11,8-1244・8×12
横 道 萬 里 雄(音 楽 舞 踊 研 究 室 」の
④ 語 り物 の 系dcaurtにお け る 義 太 夫 節 弓ご洋 音楽 学 会43・10
(のf遊0)牛寺『エ タト務 省{ひ臼修1'1r43.1
⑤ 能 と11111のせ りふ術5漢 の 勉 強 会43・4
(r,)能L)1:iiの'j・歌 文 イヒ放 送43・4
(5)世阿 弥 の げ1嚢 経 済 コ ソサ ル タ ン ト協 会43・6
◎ 日{く〆'「楽 道 しる べNHK44・
(5)ail:i`可弓勾ζゾ)jl!L二!11予 学1弓こ144●11
⑥1口 く1"'1楽の 生 と死(映 画)へo){り芝11脇力 毎 日放 送44・11
⑥ 狂,1(文化 庁映 画)へ の 製 作 協力 岩 波映 画45・8
佐 藤 道 子(1"'「楽 舞 踊 研 リピ室 ♪
⑤ お ど りの 伝 承 朝 日講 堂43・11
45
L松 本 雍(音楽舞踊研究室)研 究員(非)
②能の大成と世阿弥 教育音楽研究別Hi}44・11
④能がかり狂言について 川1会東京教fJ1:館44・9
三 隅 治 雄(郷 土 芸能 研 究 室 長)
① 沖 縄 の 芸能(編 ・共 著)邦 楽 と舞 踊 社44・1
① 雪 祭 り(編 ・共 著)4{京 堂 出版44・3
① 民 俗 芸能(編 ・共 著)学 葺,1淋44・4
43・7
② 日本 の民 俗 芸 能 桜 菊174～179～44・
5
② 熊 野 一 道 成 寺 考 一 歌 卿 伎243・10
② 花 のな か の 日本 人 学 芸Il淋 伝 統 と現 代944・1
② 八 動 の 他 界 神 民1欲 能37-3844・?X10
② ドラマ に お け る因 果 思 想 の展 開 歌 卿 伎544・7
② 諸 国 の 神 楽 を た ず ね て'F凡 社 日1くのIIゴ典 芸 能144・11
③ 祭 り殿 記 俳 句43,4-1243・4×12
③ 南 の 島 の歌 と踊 り1蜘}と 生 活 社 ・河1縄43・12
③ ノ ロの 恋一 巫女 と性 一 民 俗 芸 能3644°4
③ 笑 い の 周辺 一 フ ァル ス の 系 譜一lil喫 術12の644・9
⑤ お ど りの技 法 の流 れ 一 念 仏 踊 ・小 歌 踊 ・盆 踊 ～ 朝 目溝}}i'44・12
仲 井 幸 二 郎(郷 土芸能研究室 研究員非)
②民俗生活における民謡の位置 芸文研究2643・11
②生活の中の芸能 学芸書林 伝統と現代 「民俗芸能」44・4












E科 学 研 究 題 目
(Ⅳ予算2科学研究費補助金交付決定額の項参照)
(3)保存科学部





























をつかさどると規定されている。多種の絵画 ・彫刻 ・工芸品は勿論,木 造処造物の














するための鉄筋コンクリート造の収蔵庫について,京 都地区5棟(高 山寺 ・人覚 与・
妙蓮寺 ・知恩院 ・平等院各所属)鎌 倉地区2棟(杉 本寺 ・1与蓮寺各所属)並 びに研究
所内に前年度建設 した実物二分の一大の鉄筋コンクリー ト造実験庫の内外の温度 ・湿
度を測定 し,四季の変化,竣 工後の経年変化を調査して,そ れぞれの将性を把握 した。
特に法隆寺の収蔵庫は空調機械を使用 した場合の問題が提起された。又新築コンク1,
一 ト建造物内空気の偏苛性について,pHを 指数として測定した結果,2年 経れば1・1











の野外覆屋2棟 について,貝 塚断面及び住居趾面の合成eta旨による存保処u`.を行な っ
たが,特 に住居趾面での無機結晶の析川と菌類の発生が混在することが明らかとな り,
その防除が新 しい問題となった。
本年度において4件 の受託研究を行な った(後 記参照)。この以外に建造物彩色保












本年度は,5件 の受託研究(後 記参照)を 実施 したが,栃 木県大平町発見の七回り
鏡塚古墳については,文化庁記念物課の要請によって,出 土品を発掘現場から科学的
処那を行ないつつ採取 した。特に舟型木棺は巨大で,中 の副葬品も水漬の状態で多数
良く保存 されていた。木棺は現地で合成樹脂PEGの 塗布含浸を繰り返えし実施 し,
多数の副猟1、・,は保存科学部ア トリェで,PEGの浸漬含浸或はアクリル樹脂の減圧含浸
を行なった。副葬品には木製品 ・竹製品 ・金属器 ・革製品の各種があり,漆塗装や彩









































樋 口 清 治(化 学研究室)
〔1〕 出土木製品の保存処置に関する研究(43～44,共)














住居跡 ・貝塚等を,合 成樹脂の応用により強化 し,崩壊を防止する処置法の
実験的研究。
ρ
門 倉 武 夫(化 学研究室)
〔1〕 文化財の環境空気中の汚染因 」乙の分析ならびに汚染の成因,挙 動に関する研究
(43～44,共)
(1)東京 ・横浜 ・京都 ・宇治 ・箱根 ・熱海等の博物館)き術館寺院等において,二






























見 城 敏 子(物 理研究室)
〔1〕温湿度による文化財の材質への影響と保存法X43～44,共)























石 川 陸 郎(物 理研究)
工1〕 写真撮影時の照明の被写文化財への影響とその対策(43～44,共)





















立 田 三 朗(修 理技術研究室長)
〔1〕 文化財の伝統的技法の調査及び記録作製(43～44,共)






金風 ・木工 ・石材及び彩色について合成樹脂による保存法と材賀 強化法 ・処
置法 ・修理法を研究する。
中 里 寿 克(修 理技術研究室)
〔1〕文化財の伝統的技法の調査及び記録作製(43～44,共)






古墳時代の出土漆芸品について,そ の漆膜の施工法,漆 の材質,漆 の老化等
について,視覚的に調査研究する。









江 本 義 理(主 任研究官)
〔1〕文化財の材質に関する研究(43～44)
非破壊的分析法および微鍛試料による分析法の検討とその感度 ・精度のfgalL・









ガスクロマ トグラフ ィーなどによる汚染因子の究明 と二酸化鉛法 ・アルヵリ
濾紙法などによる汚染度の測定,金 属板の大気腐食度による影響の判定とそ
の防除法,並 びに陳列室や収蔵庫の保存環境の調査。
C研 究 ・調 査 活 動(昭43・4～ 昭44・12)
4



























樋 口 清 治(化 学研究室)
昭和43年より千葉市加曽利貝塚において,貝 塚断面および住居跡の合成樹脂によイ、











門 倉 武 夫(化 学研究室)
前年度に引き続き収蔵庫内外文化財環境空気中の汚染因チを測定するたv涼 都11∫知
恩院 ・妙蓮寺 ・大覚寺 ・高山寺ならびに宇治J1T'一等院,鎌 倉市1ワ蓮芋 ・杉1、与におい
て活性炭吸藩法により空気試料を採取し,ガスクローQトグラフ法で分析 した。・i乙等院 ・
妙蓮寺で硫化水素 ・メルカプタンを測定した。
文化財環境空気中のイオウ酸化物 ・窒素酸化物の経年変化を検討す るたv,ヒ野 ・浅
草 ・横浜 ・京都 ・宇治 ・箱根 ・熱海等の博物館 ・美術館 ・寺院において計24ヵ所て過
酸化鉛法 ・アルカリ濾紙法により空気汚染度を測定 した。
文化財におよぼす低濃度の硫化水素 ・メルカプタンの影響についてガラス容器中で








美術品の材質調査 として,ガ スクロマ トグラフ法により油絵具の油の分析,使 用油
の同定法に関する予備実験,亜 麻仁油 ・えの油等に対する徴魁試料(0.1g以下)の
分解,ガ スクロマ トグラフ分析条件,絵 画の油の分析法を検討,実 験 した。
爾





まれている。43年8月の京都知恩院 ・妙蓮寺 ・ノく覚 芋・平等院収蔵庫の1り1「硫,44年3
月の鎌倉青蓮寺 ・杉本寺収蔵庫調査がこれにll亥当する。その他は先ノ∫の求y)による展
示 ・収蔵の適性 しらべが多い。東博東洋館 ・小川急百貨店催 会場 ・中尊孝・近代美術
館 ・びわ湖博覧会 ・富士銀行(オ リンピック旗保管)・金沢文庫 ・神易を川県}完博物館・




見 城 敏 子(物 理 研 究 室)
昭 和43,44年度 は1三に収 蔵 庫 内 外 の 温 湿 度,,:性 微粒 」㌃に よ る偏 苛 度 を 測 定 し た。
44年2月,10JJに,京 都 府 妙 蓮 も}・高 山 寺 ・人覚 寺 ・知 恩 院 ・宇 治 市 、iく等 院 の収 蔵 庫
を 測 定 した 。 鎌 倉 市杉4滝,}・ll'蓮、㌧b極 楽 、y・、証 鮒 是 与は 月 にjlil測定 した。44年11
1Jに厳 島 神 社 の 収 蔵ll1この 環 境 状 況,鳥 居 の 顔 料 の 変 退 色,腐 触 状 況 を 調Ii.した 。 東洋
館 ・近 代)rr術館 ・神 奈)1;県、1ノニ博 物 館 の 会 場 ・収 蔵庫 を 測 定 した 。
石 川 陸 郎(物 理研究室)
X線 γ線による文化財内部調査については44年2月に延暦寺 ・金剛寺 ・京都f物 館・
奈良博物館 ・藤llDき術館等の平安時代作製の漆芸nuc、の構造調査を実施,44年8月には




が美術品に及ぽす影響」の一環として43年11月に京都府の大覚寺 ・知恩院 ・高山寺 ・
妙蓮寺 ・平等院 ・仲源寺等の偏苛性及び温湿度の経年変化の測定,鎌 倉市の青運寺 ・



















京都市高山寺 ・妙蓮寺 ・知恩院 ・大覚寺 ・仲源寺,宇 治市平等院各収蔵庫内の空中徴
生物の調査(43～44)














中 里 寿 克(修 理技術研究室)
平安鎌倉時代漆芸品を,43年度は科学研究費により約10点,44年度は5点 をX線,
顕微鏡等を用いて調査し,技法研究を行なった。又受託研究費により東福寺・称名寺
の建築彩色,輪 王寺板絵の彩色について調査撮影を行なった。又,大 平七廻 り遺跡の
出 ヒ遺物のうち,漆 芸品について漆膜の調査を行なった。
茂 木 曝(修 理技術研究室)
合成樹脂による彩色保存のための技術的研究を行ないその対象となったものは東福
寺三凹上層内部彩色(41年度～43年度)・久能山東照宮本殿内部彩色 ・南部利康霊麗建
築彩色 ・輪王寺五大明王像の極彩色・称名寺本堂壁画 ・石山 芋多'1《塔内部巻柱の彩色
などがあり,日光陽明門天井取外 しのための剥落どめ指導も行なった。
ら
江 本 義 理(-1:TF:研究官)
材質研究一明治建築の塗装,屋 根板などを,山 形済生館本館(43・6)・東人標本館
ほか1件 につき,X線 分析,塗 膜セクションの顕微鏡的研究などを行なった。京都清









































世界 の文 化 史 蹟14
イ呆イ'幸斗'ツ:5
ミ ュー ジ ァ ノ、224
記 念 物 課 発 堀 技 術 者{り1修1:
1ポ リマ ーの 友 庄 俄 座 淡 会
東 京 国 、7:文化 財 研 究 所 開 所 、1己念 日講 演 会
ビシ ョップ 博物 館 を 中心 に








樋 口 清 治(化学研究室)
②木製II"「πの保存処躍(第1報)(共 告)保 存科'学544・3
③ 考占学的出L遺物の保存処ILI(共著)日 乍彦llゴ展日録44・10





⑤ し廻 り鏡塚出一L品の保存処置について 栃木県大平町社会教育研究人会44・12
⑤合成樹脂による文化財の保存修復処置 「ポリマーの友」主催座1淡会44・9
r








V研 究 活 動 及 び'1c
QQAsimplemethodofmeasuringthealkalinityofairin
newconcretebuildings(共_iStudiesinConservation13,443・11
② 文 化 財 撮 影 時0)照 明1こ対 す る 安 全 に つ い て のY;;;'q購:)保 存 科 学544・3・
($)展示 の 科 学 月 刊 文 イヒ財5843・7
③館内空気状況の問題
③博物館照明
⑤備 科学について(所 イ∫㌔ 鯉 縛 糊 会)
⑤備 科学(昭 和44年度文化財C術 工芸品)管理研究協議会)
⑤科勤 灘 について(第14回修理技術後継者(美や断'riミ1㌔占)餐∫J壇ll簿卍ち》!/al1:)
⑤k術品撮影時の写真照明
⑥ 磐 濾 鰭chae°1°gytechnicalabst「acts
金 沙:↓文1通{{ひrラ七15143・11






開 所 記 念 講 演 会44・is
AATAAbstracts43-44
見 城 敏 子(物 理 研 究 ヨO
② う ヒ,たて コ ン ク リ ー ト室 内 に お け る 美術 品 の 材料 の 変化 と そ の 危 険




石 川 陸 郎(物 理 研究)
② 法 隆 ぴ献 納 宝 物1;吃漆 使楽 面の 製 作技 法 に つ い て試 考一X線 透 祝 に よ
る漆 芸llllllの研 究.・一(共博)ミ.。 一 ジ ア ム20643・5・
② 文化 財 撮 影 時 のlifilリ」に 対す る:娼≧につ い てU)考察(共 苫)保 存科 学544・3
② 、1∠安 時 代 漆 芸技 法 資 半こ1(『111>r其苫:♪ 保 存 科 学544・3.
o
江 本 義 数(生 物 研 究 室)研 究 員(非)
②,r:要追術Illll試丈どの 保 仔 と カ ビ
② 為 替 パ ン ク.引:組の 柱 頭 と科1頭盤











中 里 寿 克(修理技術研究室)
②法隆寺献納宝物乾漆伎楽面の製作法について一X線透視による漆芸
品の研究(共 著)ミ ュージアム20643・5




江 本 義 理(主 任研究官)
②智光曼茶羅の素材について 智光11'161'14t(1r学術llr出版∫コ
②古文化財のX線 分析法による材質測定資料 皿 保存科学5
金属一漆芸品一蒔絵材料,顔料一考古資料(一ヒ器彩色など),
顔料一建築彩色














































〔皿〕,輪王寺五大明下の内二体(π 茶利 ・降三世 ・金剛夜叉)の 彩色保存処置
木彫寄木造 り極彩色の'f:ilどめを主体とした保存処置を前年度に行な った。















第2条 研究所に研究を委託 しようとす る者は,第1号 様式による研究委託lil込海を




























2前 項の規定にかかわらず,研 究所は,委 託者の申出によりその委託にかかる研究
を中止することができる。





















研 究 委 託 申 込 書








2目 的 及 び内 容1









































































隈 元 謙 次 郎
67
山下りん筆 「十二大祭図」について





























岡 畏 三 郎





中 川 「・ 咲
川 村 悦J'
ノiiII≧ビiイイi
戸 川 袖 佑
坂 乍 満




中 村 伝 郎
菅 野 陽
猪 川 和1一










中 村 伝 三 郎
久 野 健
昭和11年10月創刊,毎 年1冊(た だし昭和19～21年版および昭和22～26年版は各1
冊)出 版 し,昭和44年3月までに27冊を刊行した。内容は,毎 年1月 から12月までの
わが国美術界の活動 ・情勢を記録するもので,美 術界年史 ・展覧会 ・物故者略歴 ・雑
誌単行図漫美術文献日録 ・美術関係諸施設 ・美術関係団体 ・人名簿等を収録 し,所内
研究員の調査,執 筆による。
C保 存 科 学 第5S'一 日召不044is3ノ」
木製晶の保存処置(第1報)
平城宮跡出土木簡等について 岩崎1:・ 樋口71!治
法隆寺金堂焼損壁体の黒斑と徽 江 本 義 数
文化財撮影時の照明に対する安全についての一」;,,.登 眉 健 い 石川 陸郎
知恩院経蔵内部剥落どY)処置 茂 木II'
占文化財のX線 分析法による材質測定資料 〔∬〕71:本 義 〕丑1
、i∠安時代漆芸技法資料 〔Ⅲ〕 中里 寿寛 ・贋川F杢 郎 ・立田 一孔朗
保存科学 第6'・ 昭和45年31J
法隆 寺金堂壁画バネノ姉晃験報告 関 野 克
木製品の保序処置(第2報)
木造文化財の保ff処置における充填 ・整形川合成樹脂について
岩崎 友占 ・樋口 清治
空気湿度変化緩和材 としての木材の材種による相違 登石 健 三・見城 敏子
1N'i'東福 芋 こ門 ヒ層内部彩色保存処置 茂 木 曙
漆の国化 と湿度の関係(研究速報)見 城 敏子 ・登石 健三
搦木県大平町出i㌦舟形棺中からの蘇類(研 究速報)江 本 義 数




































































































































































































































(2)公開 学 術 講 座
葵術部
r43年12月4日於 日本経済新聞社小ホール(公開講座)
明治初期の洋画 岡 畏 二 郎
明治の洋画は,江 戸時代洋風画の技法,伝 統がそのまま継続発展 したというより,
維新後,西 欧の影響のもとに全 く新たに発足,発 展したと考え,作 品のスライ ドを多
数用いて概要をのべた。







の新旧2つ のタイプ等につき,i内 国外の現存作品多数を映写して説述 した。
44年12月3日於日本経済新聞社小ホール(公 開講座)
藤原仏画の展開 柳 沢 孝
10世紀から12世紀までの約300年間にわたる仏教絵画の主要遺品を中心として,そ
の様式的特色と展開 とに関し,ス ライ ドを用いて概要を述べた。










1舞 踊ni横 道 萬 駐 雄
舞踊譜の原理,辮 楽 ・能 ・歌多乖伎舞踊譜0)実1燦,1標準舞踊譜」の組織,舞 踊漕
の将来について,実 例を挙げつつ説いた。
2お どりの伝承 佐 藤 道 子
「舞曲扇林」「風姿花伝」 を例として,お どりの技法の1;C礎を説き,師 弟三代に
よる 「助六」の実演と座譲会を通して,世 代 ・年齢等による技法の異同を説いた。
花 柳 昌 太 朗
実演 「助六」 花 柳 千 代
花 柳 千 和 歌
第2日
1動 きの基礎 仲 井 幸 郎
いわゆる 「おどり」における共通 した身体的動作として,ま う・くるう・おどる・
73
ふむなどの基本的動作を抜き出し,それらが単なる日常的な動作から,あ る1」的を
もって くり返され芸能化して くる筋道を,ス ライ ドを併映しつつ,芸 能史的見地よ
り解説 した。




3舞 踊公演の将来 ヱ 隅 治 雄
対談 花 柳 ズ∫ 楽
明治以来,歌 舞伎界から独立 した舞踊家たちは,い ろいろの形の舞踊公演を開い
て来たが,そ の多 くは身内を相手のおさらい会か,研 究発衷会T.i{1(iのもので,社 会
大衆との交流はなかった。今 日の日本舞踊の衰退の原因が従来0)公演の性格の偏向
にあるとすれば,今 後の公演の持ち方はどうあるべきか,そ の形式 ・演日配列 。演









境 ・道中 ・大道 ・門口 ・庭 ・放出 ・座敷等,芸 能の行なわれる場所を,上 述の見解
から解説し'た。
2お どりの技法の流れ一念仏踊 ・小歌踊 ・盆踊一 三 隅 治 雄






V研 究 活 動 及 び ・1{:業





































部員は,芸能学会 ・芸能史研究会 ・中世文学会 ・東洋音楽学会 ・日イ純演劇学会 ・日









東京芸大 ・早大 ・法大 ・東京女子大等の学生および卒業生十余名の参加を得て続行し
ている。














(ICOM)の文化財の保存に関する第9回 総会に招請を うけて,岩 崎友吉化学研究室長
は出席した。


















雅楽 ・能 ・歌舞伎 ・文楽 ・邦楽 ・邦獅 ・民俗芸能 ・寄lrl吉芸その他わがisの伝統芸能
の研究に必要な図一r,;3,029冊を所蔵する。演芸画報 ・歌舞侵新報 ・歌灘伎(第1次)・








美 術 部 芸 能 部 イ呆 イ1・斗'¥1/:ド劉5
J
















ね く収集,整 理,保 管 して,そ の完鷺な収{'LI・所として美術の研究に資することであ
る。この趣旨に基づいて設、Z当初から写爽撮影による資料の作成をはじめ,印 刷物を
整理してこれに加える等その収1に つとめている。資料の内容は,日本美術 ・東洋美










伎 ・文楽 ・邦楽 ・邦舞 ・民俗芸能その他の伝統芸能を対象に記録してきたもので,奏
演法の解析を中心とした写真 ・テープ,あ るいは各種文、ll:の記録写真なども含んでい
る。種別による所蔵数は次のとおりである。





























































(1}ピ ッチ レ コ ー ダ ー
(2)テー プ レ コ ー ダ ー
(3)ビデ オ コ ー ダ ー
(附属 品)
9イ ンチ テ レ ビ
ピク チ ュア モ ニ タ ー
ビデ オ カ メ ラ
48時間用 タ イ4
(4)16ミリ撮 影 機
(5).〃 映 写 機
(6)8ミ リホ最影 機
(7)〃 映 写 機
(8)35ミリ当:∫ξ機
(9)
保存 科 学 部
一kな研究 設備
16ミリマ イ ク フ ィル ム分 析 装 置
1台 日本 電 ∫測 器K・K製
5台(う ち1台((ナ グ ラ))昭和42年度 購 入)











ア リフ レ ック ス社 製
エ ル モ社 製
ベ ル ・ハ ウ エ ル社,エ ル モ社 製






恒 温 恒 湿 村ll




















金 属 顕 微 鏡
生 物 顕 微 鏡
//
















ウ ェル テ ス ー200
医 療 川 愛 国 号















加藤 万 製 作.所
東 京 衡 機
上 島 製 作 所
日 」.
(当研究所組、/.)




小 泉 製 作 〃r
徳Ill製11° 所







日 、'λ製 作 所
日本 分 光 に業
//
メし菱 不斗'ツ・冠醍f'ド戸丹
日 立 製 作 所














めに設けられた もので,そ の油絵 ・素描 ・画架等を陳列している。
収蔵されているものは,油絵125点・素描170;';1・スケ ッチブック等悲干である。こ
れ らは創立当時主 としてill.,<田家から寄贈されたものであるが,そ の後,樺 山愛輔 黒゜
旧照子 ・田中良等からの寄贈 もふ くまれており,随時陳列替を行なっている。毎週木
曜 日午後1時 から4時まで一・般に無料公開して い る。 陳列品の主なものは,「知感
情」・「花野」・「湖畔」・「赤髪の少女」・「もるる日影」・「温室花壇」'1亨である。
黒田子爵記念室観覧規程
第1条 本研究所の黒田子爵紀念室(以 下単に 「記念室」という。)は,こ の規程に
よって一般に公開する。
第2条 観覧は無料とする。








































































































岩 川 守 夫44.4.1
音 川 啓 太 郎41.6.1
藤 江 金 治25.7.17
場♪1【」」 吉 一23.3.16
松 本 多 賀f39.6.16
友111薫41.2.1
高 谷 た ま39.4.1
大 塚 正 司44.1.6
ノく 釜 一一 也37.1.16






田 村 悦 子22.6.16
猪 川 和 子22.6.27
宮 次 男30.9.1
戸 田 禎 佑37.6.1
秋 山 光 和42.2.1
85
1(区 分)































保 存 科 学 部



























































橋 木 弘 次21.6。15
市 川 和il:30.7.1




浦 山 政 雄27.10.1
1J〔111賦1当アエξ 」孔39.7.1
宮 本 瑞 人41.5.1
万黍Js;(」i三 一」先44.4.1
横 道 萬 里 雄28.3.16
佐 藤 道 子30.5.16
ネ公 二本 雍44.9.1
三 隅 治 雄27。10.1
仲 井 幸 二 郎41.5.1
関 野 克27.4.1
岩 崎 友 吉27.10.1
樋 口 清 治37.11.1
、
イヒf:伊Fラ宅 室`
物 理 研 究 霊
//
//
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教諭養成所の所長,教 授,助 教授及び助手について,法 第4条,第7条,第11条 ・
第12条,第19条,第20条及び第21条中国、ヒ人学の学長及び教員に関する部分の規定
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